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はじめに

各部の名称とはたらき

ペアリングする

●パッケージに次の付属品が含まれていることを確認してください。
□ ユーザーズ・マニュアル（本紙） □ USB ケーブル
□ BT-DockT（本製品） □ 安全に関する説明書 / 保証書

※ パッケージ内容に破損または欠品があるときは、
　販売店または弊社テクニカルサポートまでご連絡ださい。

●別途ご用意ください。
□ A2DP プロファイルに対応した Bluetooth 受信機（ヘッドホン等）
□ 上記の Bletooth 受信機の取扱説明書

最新の情報は、弊社ホームページ（http://www.planex.co.jp/）を
ご参照ください。

STEP

1
本製品と Bluetooth 受信機（ヘッドホン等）とがペアで通信できるよう
にするために、最初に以下の「ペアリング」という操作を行ってください。
尚、一度「ペアリング」を行えば、その後はお互いが別の Blueooth 機器
とペアリングさせるときまで「ペアリング」は有効です。

ご注意

・ 本製品は、取り付けたiPodから電源供給を受けて動作します。あらかじめiPodのバッ
テリーを十分に充電しておいてください。

・ 周囲に他のBluetooth機器があるときは、それらの電源はオフにしてください。
・ 本製品と通信できるのは、Bluetooth A2DPプロファイルに対応しているBluetooth

受信機のみです。

動作 状態

消灯 電源オフ

速い点滅 再接続試行中

遅い点滅 未接続 / 待機中

約 2 秒ごとに点滅 接続中 / 通信中

点灯 ペアリングモード

本製品のランプの動作と状態は次のとおりです。

ユーザーズマニュアル
Bluetooth	iPod 用トランスミッター

BT-DockT

Version: BT-DockT_QIG-A_V1.1

1.		iPodの電源をオンにして再生ボタンを押し、音楽/動画を再生し
ている状態にします。

2.		本製品とペアリングをおこなう受信機との間隔を10cm～1m以
内にして、障害物がない状態にします。

3.		本製品をiPodのDockコネクタに接続します。

4.		本製品の下部中央のランプが点滅し始めるまで待ちます。
5.		本製品のメインボタンを2秒ほど長押しします。
   ▼
  本製品がペアリングモードに入り、ランプが点滅から点灯に切り替

わります。

6.		お手持ちのBluetooth受信機側の電源をオンにして、ペアリン
グ待機状態にします。

 ※ お手持ちの受信機をペアリング待機状態にする方法は、受信機の取扱説明
書でご確認ください。

   ▼
  ペアリングが開始されます。

6.		本製品のランプが、およそ2秒間隔で点滅を始めます。
   ▼
  以上でペアリングの完了です。
 Bluetooth受信機から音声が鳴り始めます。

本製品前面

本製品底面

Dock コネクタ

メインボタン/ ランプ

USB コネクタ

●本製品の電源オン/オフ
本製品を設定・使用するときは、次の操作で電源のオン/ オフを行います。

＜電源オン＞
本製品をiPodのDockコネクタに接
続します。

▼
本製品の電源がオンになり、

ランプが点滅/点灯を始めます。

＜電源オフ＞
本製品をiPodのDockコネクタから
取り外します。

▼
本製品の電源が切れ、
ランプが消灯します。

BT-DockT
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iPod

1

受信機から音声が再生されないときは……
  お使いのiPodとBlueotooth受信機のバッテリーが、どちらも十分に充電されているか

確認してください。
	「ペアリング」をやりなおすときは……
  本製品をいったんiPodから取り外してください。また、Bluetooth受信機の電源をオフ

にしてください。
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仕様

iPod の充電／ iTunesとの同期

再生する

DA080125-BT-DockT-1

●プラネックスコミュニケーションズ、PLANEX COMMUNICATIONSは、プラネックスコミュニケーションズ株式会社の登録商標です。

●BluetoothはBluetooth SIG, INC.の登録商標であり、プラネックスコミュニケーションズはライセンスに基づき使用しています。

●“iPod”、“iPod nano”、“iPod mini”、および“iTunes”は米国およびその他の国々で登録されたApple Inc.の商標または登録商標です。

●その他、記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。

●ご注意：ご使用の際は商品に添付されたマニュアルをお読みになり、正しく安全にご使用ください。

Bluetooth 部仕様
バージョン Bluetooth ver 2.1
出力クラス Class 2
通信方式 周波数ホッピング方式（FHSS）
周波数帯域 2.4GHz 帯（2,402 ～ 2,483.5MHz）
送信電力 1mW
通信距離 最大 10m
サポートプロファイル Advanced Audio Distribution Profile（A2DP）

Audio/Video Remote Control Profile（AVRCP）
オーディオ部仕様
再生周波数帯域 20Hz ～ 20,000Hz
ハードウェア仕様
インターフェース Dock コネクタ×1、USB×1（タイプミニ B コネクタ）
LED インジケータ×1
電源 Dock コネクタインターフェースからの供給
外形寸法 40.2（H）× 32.7（W）×6.8（D）mm
重量 約 8g
動作時環境 温度：-10 ～ 55℃

湿度：35 ～ 85%（結露なきこと）
その他
対応機種 Dock コネクタを標準装備した iPod
保証期間 1年間

■注意事項
※ 全ての Bluetooth 機器との組み合わせで動作保証するものではありません。
※ 全ての iPod との組み合わせで動作保証するものではありません。
※  USB ハブを経由した充電では必要な電圧が得られず、十分に充電ができないことがあ

ります。
※  USB 経由の電源供給がサポートされていない iPod と組み合わせでは、本製品を経由し

た給電はできません。
※  本製品は、プラネックスコミュニケーションズのオリジナル製品であり、米国 Apple Inc

のライセンス製品ではありません。
※  “iPod”、“iPod nano”、“iPod mini”、および“iTunes”は米国およびその他の国々で

登録された Apple Inc. の商標または登録商標です。
※  表示の数値は、Bluetooth 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度、通

信距離を示すものではありません。使用環境により異なります。
※ Bluetooth は、その商標権者が所有している商標であり、プラネックスコミュニケーショ
ンズはライセンスに基づき使用しています。
※  製品仕様は予告無く変更する場合があります。あらかじめご了承ください。最新情報は、

弊社ホームページ（http://www.planex.co.jp）を参照ください。

STEP

2
1.		本製品がiPodにしっかりと取り付けられていることを確認し
ます。

2.	受信機の電源をオンにします。
3.		iPodを操作して、音楽/動画を再生します。
   ▼
  本製品とBluetooth受信機が自動的に再接続し、Bluetooth受信機

から音声が鳴り始めます。
 ※ 自動的に再接続されないときは、本製品のメインボタンを1回押してくだ

さい。

ワンポイント

・ Bluetooth受信機が「AVRCP」というBluetoothの規格に対応しているときは、
Bluetooth受信機側のボタン操作で、再生、一時停止、曲送り、曲戻し等のリモコン操作
が行えます。詳しくはBluetooth受信機の取扱説明書をご確認ください。

・ Bluetooth受信機で聞こえる音量は、Bluetooth受信機側で調整してください。iPod
で音量調整をしてもBluetooth受信機から聞こえる音には反映されません。

本製品は USB コネクタを備えています。この USB コネクタを使ってパソ
コンと接続することで、本製品を iPod の Dock コネクタに取り付けたま
ま iPod の充電や iTunes との同期が行えます。

付属 USB ケーブル

2USB コネクタ1 USB コネクタ

BT-DockT

1.		本製品のUSBコネクタに、付属USBケーブルの小さなコネクタ
側（タイプミニB側）を接続します。

2.		付属USBケーブルの大きなコネクタ側（タイプA側）を、パソコ
ンのUSBコネクタに接続します。

   ▼
  iPodがパソコンに認識され、iPodの充電が開始されるとともに

iTunesが起動します。

3.		iTunesを操作してiPodを同期します。

ワンポイント

・ iPodの充電は、本製品のUSBコネクタに弊社製品「充電万能」シリーズ （PL-
UCHG01、PL-UCHG02）を接続することでも行えます。
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パソコン

ご注意

・ 本項で説明する手順で行える充電は、iPodの充電であり、本製品の充電ではありませ
ん。本製品にはバッテリーは内蔵しておらず、取り付けたiPodから電源供給を受けて
動作しますので、本製品を充電する必要はありません。


